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夢追塾同窓会 

 第４回目となった今年は、新しい試みとして地域の他グループからの発表者を招き、「生きる！」というスローガンを

掲げて実施しました。 

 パネルによる活動紹介１６件、作品展示１０件、物品販売６件、サロン７件と、プレゼン５件が集まりました。 

それぞれの模様は、以下の写真記事をご覧ください。 

 一般客のアンケートには、「感動した」 「すばらしい活動を今後も続けて」などの感想が多く寄せられました。 

 チャリティ茶会と野菜販売の全収益と、作品展示販売の収益の一部は、東日本大震災復興支援募金に寄付され

ました 

 ６０人の実行委員は、早朝からの会場づくりから、会本番のスムーズな運営まで、テキパキと役割をこなしていただ

き、盛会のうちに交流を深めることができました。ご協力ありがとうございました。 

夢追塾同窓会会長：６期 野田準二 

すてきな仲間たち実行委員長：４期 新見正康 

会場の多目的ホールの入り口付近では、センスの良い手づくりファッションと、田川郡赤村から早朝に仕入れてきた新

鮮な野菜が来場者の目を引きます。 

 

同窓会だより 平成 27年度第 14号 

第４回すてきな仲間たち＜夢追塾と地域との交流＞ 

開催日：平成 27年 11月 7日(土)  場所：ウェルとばた多目的ホール 

「すてきな仲間たち」全員集合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場内に入ると、傘を配した落ち着いた雰囲気のチャリティ茶席と、東日本大震災復興支援のコーナー 

続いて、作品展示コーナー。活け花、段ボールクラフト、手づくり木工作品や写真、絵画、掛け軸のほか、書や屏風も。 

 



 

  

活動紹介パネル展示は、皆さんの活躍ぶりが分かりやすく表されていて、熱心に見入ったり質問したりする姿が続いて

いました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サロン部門では、日ごろ介護施設などを慰問したり、まちの元気づくりに一役買っている演芸の披露。 

最後の AKBダンスは全員を巻き込んで盛り上がりました。 

目玉のプレゼンテーションは、招待した外部のグループの活動などが生き生きと語られ、みんな興味深そうに耳を傾

けていました。質問も沢山出されていました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すてきな仲間たちの「地域活動プレゼン」、「パネル展示」、

「個人展示」などの盛りだくさんの楽しいイベントでした。 

これも１期から９期までのチームワークによるものだと感じ

ました。来年は多くの団体、地域との交流、発表などを含めた

「北九州夢追いサミット」への発展を予感しました。 

（副実行委員長：２期 雨宮 隆） 

写真撮影： 1期 佐藤健一、2期 内尾俊之、6期 溝田幸男 

 


